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皆さんの自宅の周辺に管理が行き届いていない「空き家」はありませんか？ 

旭区は昭和 30年代から 40年代にかけて急激に宅地開発が進み、戸建ての住宅

団地が数多く存在しています。しかし、子供が家を出てから戻らない、親世代も 

福祉施設に入ってしまった…などにより「空き家」となって放置された家屋が年々増加しています。 

こうした状況を受けて平成 27年 5月に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施行され、所有者の

適正管理の努力規定や、管理不全が原因で周囲に著しい影響を及ぼしている「特定空家」等に対して、行政

が「助言」や「指導」「勧告」「命令」「代執行」などの措置が行えることとなりました。 

特別措置法の施行から 3年以上が経過 

していますが、以下の課題があります。 

● 所有権の問題で安易に樹木を切ることもできず、また所有者と

連絡が取れないケースが多く、周辺住民だけでは対応できない。 

● 区役所が周辺の住民から相談を受けてから、現地調査⇒所有者の

特定⇒改善指導（複数回）⇒個別指導…など、慎重な対応が必要

となるため、環境改善に至るまでに長い年月を要する。 

● 「特定空家」の判断基準が厳しいため、周囲に悪影響を及ぼして

いても「特定空家」に指定されず、「代執行」ができない。 

● 空き家に関する相談の内容によって区役所の担当窓口が異なり「タテ割り」な対応となる上、区役所

の担当職員が不足している。（平成 30年度の対応件数 115件に対してメイン担当１名＋αのみ） 

● 空き家の所有者が改善の必要性を認識して

も専門知識がないため相続問題や経済的事情

により改善が進まない。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
課題解決のため、今後は以下の対策が必要です。 

● 区役所担当部署の増員と相談のワンストップ化 

● 周辺環境への悪影響を早期に改善するための指導の強化と「特定空家」の認定をより迅速に行える  

しくみ作り。また、所有者の調査・特定などの業務を外部委託することで行政事務の効率化と迅速化。 

● 空き家の流通・活用に向けたデータベースづくりと不動産事業者等との連携、地域交流スペースや  

福祉施設などへの転用に向けた支援メニューの拡充。個人による解体費用の補助制度の創設など。 

県宅建協会が「空き家なんでも相談会」を開催！3/1(金)、3/28(木)13時～16時：予約℡045-633-3035。 

 

 

「特定空家」とは・・・  
①倒壊等著しく保安上危険となる

おそれのある状態 

②著しく衛生上有害となる恐れの

ある状態 

③著しく景観を損なっている状態 

④その他、周辺の生活環境の保全

を図るために放置することが不

適切である状態 

民権ﾌｫｰﾗﾑ横浜市会議員団所属 
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鴨居上飯田線は、都筑区池辺町を起点とし、泉区上飯田町を終点とする延長約 13,120ｍの都市計画道路

です。このうち本宿・二俣川地区は、旭区本宿町から二俣川駅前を経てさちが丘に至る地区で、昭和６３年

から事業を進めています。これまで、二俣川南口の再開発にあわせて駅付近に集中してトンネル工事などを

進めてきましたが、再開発ビルがオープンしたにもかかわらず、さちが丘や南本宿方面は工事が進んでいま

せん。こがゆ康弘はこれまで、議会において幾度となく「さちが丘―南本宿間の早期接続を！」と訴えてき

ました。そしてようやく、この区間（下図参照）を平成 34年度末までの供用を目指して整備を進めること

となりました。すでに用地買収は全体の 98％が完了しており、二俣川駅南側周辺を東西に結ぶ幹線道路の

早期開通が望まれています。（平成 34年下期には相鉄・東急直通線も開業する予定となっています。）  

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

市会第１回定例会において、現年度議案４８件に関して質疑を行いました。

主な質問は以下の通りです。（答弁等の詳細は横浜市のHPをご覧ください） 

➢ 地域福祉活動の担い手確保の考え方と第 4期地域福祉保健計画の特徴 

➢ 本牧市民プールの休止の理由と再整備に向けた検討状況、市民意見の反映 

➢ 災害援護資金の利率設定の考え方と生活立て直しのための更なる支援策 

➢ すすき野小学校の廃校の経緯と子安小学校の移転についての各種課題 

➢ 鶴見川にかかる末吉橋の架け替え事業に関する整備効果と工期10年の理由 

その他、市民の意見をしっかり反映しました！ 
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本会議での質問回数(４年間)は議員８６人中ベスト１０！ 

さちが丘から 
南本宿まで 

鴨居上飯田線・保土ヶ谷二俣川線事業状況図 
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